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議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
９
月
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
４
人
で
し
た
。
次

の
定
例
会
は
12
月
４
日
開
会
の
予
定
で
す
。

　
大
勢
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
部

活
動
に
は
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
り
ま
し
た
か
。
ま
た
、
ど
の
よ

う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
か
。

田
中
　
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
増
え
だ

し
、
２
月
く
ら
い
か
ら
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
の
練
習
が
な
く
な
り
、
水
泳

を
続
け
る
か
ど
う
か
本
当
に
迷
い

ま
し
た
。

小
松
　
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
学
校
で

泳
い
で
い
ま
し
た
が
、
ど
ち
ら
の

プ
ー
ル
も
使
え
な
く
な
り
、
「
や

ば
い
！
」
っ
て
感
じ
で
し
た
。

問
　
高
校
卒
業
後
の
進
路
は
。

田
中
　
医
療
系
の
大
学
で
看
護
師

に
な
る
勉
強
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

小
松
　
鍼
灸
師
に
な
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
医
療
福
祉
の
勉
強

も
し
た
い
で
す
。

問
　
越
知
へ
帰
っ
て
来
て
働
き
た

い
で
す
か
。

小
松
　
ま
だ
決
め
て
な
い
で
す
。

田
中
　
訪
問
看
護
や
地
域
医
療
を

目
指
し
た
い
の
で
帰
っ
て
き
た
い

で
す
。

問
　
議
会
だ
よ
り
を
読
ん
だ
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

田
中
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
言
わ
れ

て
見
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
先
輩

が
出
だ
し
て
か
ら
見
て
い
ま
す
。

小
松
　
ま
だ
読
ん
で
な
い
で
す
。

問
　
政
治
に
興
味
は
。

２
人
　
そ
こ
そ
こ
で
す
。

問
　
初
め
て
の
選
挙
が
衆
議
院
議

員
選
挙
に
な
り
そ
う
で
す
が
、
投

票
に
行
き
ま
す
か
。

２
人
　
行
き
ま
す
。
　

問
　
越
知
の
良
い
と
こ
ろ
と
も
っ

と
良
く
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
は
。

田
中
　
近
所
の
人
と
仲
良
く
お
つ

き
あ
い
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
が
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
松
　
川
が
あ
っ
て
キ
ャ
ン
プ
も

で
き
る
の
で
、
も
う
ち
ょ
っ
と
交

通
が
便
利
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

＊ 

本
日
は
、
お
忙
し
い
中
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
目
標
に
向
か
っ
て
学
生
生
活
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。
　
（
取
材
班
）

※
分
か
り
や
す
い
紙
面
に
と
心
が
け

て
い
ま
す
。
読
後
の
ご
感
想
、
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
「
第
２

波
」
の
ピ
ー
ク
は
、
越
え
た
よ
う

に
見
え
る
も
の
の
、
全
国
で
連
日

５
０
０
人
前
後
の
新
た
な
感
染
者

が
出
て
い
ま
す
。

　
９
月
定
例
会
は
正
副
議
長
の
選

挙
と
各
常
任
委
員
の
改
選
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
今
号
は
、
決
算
審
査
や
７
・
８

月
の
臨
時
会
、
一
般
質
問
で
は
７

人
が
登
壇
す
る
な
ど
、
多
彩
な
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
議
員
に
な
り
２
年
が
経
過
し
、

広
報
委
員
と
し
て
、
編
集
作
業
や

写
真
撮
影
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
果
た
し

て
伝
わ
っ
て
い
る
の
か
自
問
自
答

し
な
が
ら
作
成
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
多
く
の
町
民
の

方
に
議
会
だ
よ
り
を
見
て
い
た
だ

け
る
よ
う
読
み
や
す
い
紙
面
の
編

集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。《

森
下
》

 

１
２
２
号
か
ら
若
者
に
焦
点
を
当
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
高
知
西
高
校
の
田
中
亜
海
さ
ん
と
小
松

来
瑠
さ
ん
に
、
お
伺
い
し
ま
し
た
。

編

集

・

発

行

責

任

者

議

会

広

報

常

任

委

員

会

議

　
　
長

寺

村

晃

幸

委

員

長

副
委
員
長

委
　
　
　
員

委
　
　
　
員

委
　
　
　
員

高

橋

丈

一

箭

野

久

美

 

市

原

静

子

 

小

田

範

博

 

森

下

安

志
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光回線（町内ネットワーク工事）・プレミアム付き商品券 な
ど

使
い
道
を
徹
底
検
証
（
決
算
審
議
）

ふ
る
さ
と
寄
付
金
、農
業
、防
災
な
ど
7人
が
問
う
（
一
般
質
問
）

光回線（町内ネットワーク工事）・プレミアム付き商品券 な
ど

使
い
道
を
徹
底
検
証
（
決
算
審
議
）

ふ
る
さ
と
寄
付
金
、農
業
、防
災
な
ど
7人
が
問
う
（
一
般
質
問
）

令
和
2年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
5億
1457万

円
令
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一
般
会
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補
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算
5億
1457万

円
9月
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会
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大
勝
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9
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3
面
参
照
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大
勝
利
　
9
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3
面
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照
）

田中亜海さん
高知西高校　英語科

 越知甲

た なか あ み こ まつ く る

小松来瑠さん
高知西高校　普通科

越知甲
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光回線（町内ネットワーク）
間
伐
・
原
木
増
産
補
助
金

プレミアム付き
商品券

Wi-Fi接続できる環境が整えば一安心（谷ノ内地区）

　
９
月
定
例
会
は
、
４
日
か
ら
９
日
ま
で
開
き
、
元
年
度
各
会
計
決
算
10
件
を
全
会
一
致

で
認
定
、
２
年
度
補
正
予
算
な
ど
９
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
【
15
面
か
ら
】
は
７
人
が
ふ
る
さ
と
寄
付
金
、
農
業
、
防
災
対
策
な
ど
の
町

政
課
題
に
つ
い
て
執
行
部
を
た
だ
し
ま
し
た
。
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令和2年度補正予算
ピックアップ

元年度決算
財政調整基金２年連続
取り崩し

ふるさと寄付金、農業、防災
対策など

決算審査会

使い道を徹底検証
議案質疑

こんなことが決まったぜよ

令和２年度補正予算令和２年度補正予算

補正予算 ピックアップ 　一
般
会
計
補
正
５
億
1457
万
円

令
和
２
年
９
月
定
例
会

令
和
２
年
９
月
定
例
会

議会ですこんにちは

連載：若者登場⑬

会計名
一 般 会 計

補正額 総額 賛否

賛成全員

特
別
会
計

７人が一般質問

2P

4P

6P

11P

13P

15P

23P

24P

一般会計

議会の組織変更

広域議会

1億　　
5960
　　 万円

情報通信基盤整備林
業
振
興

81万円

コロナ関連対策

1160
万円

2おち町議会だよりNo.134おち町議会だよりNo.134 おち町議会だよりNo.134おち町議会だよりNo.1343

63億2671万円
1億7064万円
7億7836万円
11億3526万円
1億2360万円
3084万円

5億1457万円
166万円
731万円
32万円
154万円
69万円

下 水 道
国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
横倉山自然の森博物館

越知のまち小屋建築工事

など

今号の表紙
　

中学校体育祭は、時間短縮・規模を縮小しての開
催となりましたが、「コロナに負けるな」の掛け
声のもと若いエネルギーで満ち溢れていました。

計
画
を
前
倒
し
し
て
整
備
地
区
を
拡
大
す
る
。
対
象
地

区
は
、
大
平
・
中
大
平
・
五
味
・
片
岡
・
南
片
岡
・
黒

瀬
・
谷
ノ
内
・
宮
ヶ
奈
路
の
８
地
区
。

林業機械レンタルの補助率を
1/2から10/10にを嵩上げ。搬
出間伐は、1ha当たり3万7千円
の上乗せ補助など。

活
用
が
望
ま
れ
る
荒
廃
林

取り扱いは60店舗程度

町
内
に
住
所
が
あ
る
全
員
を
対
象
に
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
を
販
売
し
、
消
費
の
回
復
を
図
る
。

１
冊
（
５
千
円
）
を
４
千
円
で
購
入
で
き
る
。



町債（借金）残額63億4476万円

　　　　　 （対前年2億2972万円の減）

基金（預金）残金21億8307万円

　　　　　 （対前年4328万円の増）

　
元
年
度
の
各
会
計
決
算
と

基
金
の
運
用
状
況
は
、
９
月

定
例
会
で
審
議
し
、
全
て
の

会
計
を
全
会
一
致
で
認
定
し

ま
し
た
。

【
審
議
内
容
は
６
～
９
面
】

一 般 会 計 47億5573万円
4680万円

1億8061万円
7億2639万円
11億4242万円
1億2203万円

429万円
19万円

2672万円
5375万円

70億5892万円

47億4862万円
4573万円

1億7723万円
7億2125万円
11億690万円
1億2081万円

429万円
19万円

2672万円
4338万円

69億9513万円
水 道 会 計

合　計

元年度会計別決算額

簡 易 水 道
下 水 道
国民健康保険
介 護 保 険
後期高齢者医療
土 地 取 得
蚕 糸 資 料 館
自然の森博物館

会計名 歳 入 歳 出

特
別
会
計

一
般
会
計

　前
年
度
に
比
べ
歳
入
で
、

３
億
２
０
３
２
万
円
、
歳
出

で
２
億
９
８
１
７
万
円
の
減

額
と
な
っ
た
。

　キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
工
事

が
前
年
度
に
ほ
ぼ
完
了
と

な
っ
た
た
め
、
普
通
建
設
事

業
費
が
６
億
７
３
８
２
万
円

の
減
額
と
な
っ
た
。

　平
成
30
年
度
に
続
き
令

和
元
年
度
も
財
源
不
足
を
補

填
す
る
た
め
に
財
政
調
整
基

金
か
ら
６
４
０
０
万
円
の
繰

入
が
な
さ
れ
、
２
年
連
続
の

基
金
の
取
り
崩
し
と
な
っ
て

い
る
。

　し
か
し
、
特
定
目
的
基
金

一般会計歳入47億5573万円

一般会計歳出47億4862万円

 
令
和
元
年
度
決
算

 

令
和
元
年
度
決
算

元
年
度
一
般
会
計
歳
出
決
算
47
億
4862
万
円

災害用品の備蓄を優先して取り組む（災害備蓄倉庫）

普
通
建
設
事
業
費
の
減

水
道
会
計

　２
年
度
か
ら
簡
易
水
道
事

業
と
上
水
道
事
業
が
統
合
し
、

１
つ
の
企
業
会
計
と
な
る
。

　漏
水
対
策
に
万
全
を
期
す

る
な
ど
、
健
全
経
営
に
努
め

て
も
ら
い
た
い
。

簡
水
と
上
水
道
が
統
合

基
準
を
下
回
り『
健
全
』

　
元
年
度
決
算
の
財
政
健

全
化
判
断
と
公
営
企
業
の

経
営
健
全
化
判
断
は
、い
ず

れ
も
健
全
化
基
準
を
下
回
っ

て
お
り
、赤
字
や
資
金
不
足

は
生
じ
て
い
な
い
。

　
今
後
も
財
政
状
況
は
厳

し
く
、数
値
が
悪
化
し
な
い

よ
う
慎
重
な
財
政
運
営
が

求
め
ら
れ
る
。

町
財
政
の
健
康
診
断

（令和２年３月末現在人口5466人）

 

財政の健全化判断

経営健全化判断

指　標

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

健全化判断比率

赤字なし

赤字なし

7.7％

44.2％

早期健全化基準

15.0％

20.0％

25.0％

350.0％

水　　道

簡易水道

下 水 道

会計名 資金不足
比　　率

健全化
基　準

不足なし

不足なし

不足なし

20.0％

20.0％

20.0％

財
政
調
整
基
金
２
年
連
続
取
り
崩
し

監
査
委
員
意
見
・
要
旨〔
須
内
康
仁
・
山
橋
正
男
〕

町民１人当たり87万円の支出町民１人当たり87万円の支出町民１人当たり87万円の支出

を
含
め
た
基
金
残
総
額
で
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
４
年
連
続

し
て
積
立
努
力
を
し
増
額
と

な
っ
て
い
る
。

　元
年
度
末
の
町
債
残
高
は

63
億
４
４
７
６
万
円
と
前
年

度
よ
り
減
少
し
て
い
る
が
、

依
然
と
し
て
多
額
の
借
金
と

な
っ
て
い
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大

で
日
本
経
済
に
多
大
な
影
響

が
出
て
い
る
中
、
地
方
財
政

も
一
層
厳
し
い
状
況
が
想
定

さ
れ
る
の
で
、
財
政
の
中
・

長
期
的
な
見
通
し
を
し
っ
か

り
と
立
て
、
さ
ら
に
慎
重
に

財
政
運
営
を
し
て
い
く
こ
と

が
極
め
て
必
要
で
あ
る
。

4おち町議会だよりNo.1345 おち町議会だよりNo.134

用
語(

指
標)

の
説
明

●
実
質
赤
字
比
率

　
普
通
会
計
の※

標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
赤
字
の
割
合
。

●
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
町
の
全
会
計
の※

標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
赤
字
の
割
合
。

●
実
質
公
債
費
比
率

　
町
の※

標
準
財
政
規
模
に
占

め
る
借
金
返
済
の
割
合
。

●
将
来
負
担
比
率

　
町
の※

標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
将
来
支
払
う
負
債
の
割
合
。

３
５
０
％
以
上
で
早
期
健
全
化

団
体
と
な
り
、財
政
健
全
化
計
画

の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

※

標
準
財
政
規
模

　
補
助
金
や
借
入
金
を
除
き
、標

準
的
に
収
入
が
見
込
ま
れ
る
財

源
の
規
模
。

町税4億6812万円
（9.8％）

分担金や使用料
9622万円（2.0％）
繰越金、寄付金等
5億4097万円（11.4％）

地方債(借金）
4億810万円
（8.6％）

自主財源
（23.2％）

依存財源
（76.8％）

地方交付税22億5450万円
（47.4％）

諸収入4759万円
（1.0％）

人件費
8億9562万円
（18.9％）

扶助費
2億1551万円
（4.5％）

公債費(返済金)
6億6444万円
（14.0％）

積立金その他 
2億9882万円（6.3％） 

物件費
7億7201万円
（16.3％）

補助費等
6億1444万円
（12.9％）

災害復旧事業費
8500万円（1.8％）

義務的
経費

（37.4％）

投資的
経費

（13.9％）

繰出金
6億2878万円（13.2％）

交付金等
1億8437万円
（3.9％）

普通建設事業費
5億7400万円
（12.1％）

普通建設事業費
5億7400万円
（12.1％）

その他
（48.7％）
その他

（48.7％）

国・県支出金
7億5586万円
（15.9％）

国・県支出金
7億5586万円
（15.9％）



 

元
年
度
の
決
算
認
定
に
係
る
決
算
審
査
会
は
、
９
月

７
日
に
全
議
員
が
出
席
し
て
開
催
し
、
執
行
部
に
対
し

お
金
の
使
い
道
の
徹
底
検
証
を
行
い
ま
し
た
。

3密を避けるため幹部職員各課2人に制限して行った決算審査会

昭和53年度に一棟目が建築された小舟団地

ふるさとチョイスのホームページより

【
一
般
会
計
】

毎
年
増
え
て
い
る
が
、
内

容
は

購
入
し
た
地
区
は

補
助
金
の
内
訳
は

増
え
て
い
る
内
容
は

【以下は質疑の内容です】

危
機
管
理
課

企
画
課

仁淀ブルーで美人を発見

第１回おち・まち・そとあそび

収
入
の
内
容
は

か
わ
の
駅
に
日
ノ
瀨
は
含

ま
れ
て
い
る
か

事
業
の
成
果
は

活
動
内
容
は

総
務
課

増
額
し
て
い
る
理
由
は

住
民
課
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令
和
元
年
度
決
算
審
査
会

高
橋

　公
営
住
宅
管
理
代
行

業
務
は
１
２
９
９
万
円
と
毎

年
増
え
て
い
る
が
、
内
容
は
。

箭
野

　ふ
る
さ
と
納
税
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
支
援
業
務
は
、

平
成
30
年
度
と
比
べ
て
９
０

０
万
円
く
ら
い
増
え
て
い
る

が
、
内
容
は
。

岡
林

　み
ん
な
で
備
え
る
防

災
総
合
補
助
金
20
万
円
の
内

容
は
。

令
和
元
年
度
決
算
審
査
会

令和元年度決算審査会
使い道を徹底検証　　【賛成全員で認定】

大
原
企
画
課
長

　一
番
大
き

い
原
因
は
寄
付
金
額
が
増
え

た
こ
と
に
よ
る
。

　ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
を

受
け
付
け
る
サ
イ
ト
の
委
託

料
が
寄
付
額
に
対
し
て
５
％

で
あ
っ
た
が
、
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
さ
せ
８
％
に
上
が
っ
た
。

寄
付
金
額
が
増
え
た

上
田
危
機
管
理
課
長

　７
地

区
で
２
６
４
個
。
地
区
の
内

訳
は
、
１
区
、
大
平
、
南
ノ

川
２
区
、
16
区
２
、
谷
ノ
内
、

黒
瀬
、
宮
地
下
で
あ
る
。

井
上
総
務
課
長

　人
件
費
、

管
理
費
、
修
繕
料
で
あ
る
。

　老
朽
化
に
よ
る
突
発
的
な

水
回
り
の
修
繕
が
多
数
増
え

た
こ
と
に
よ
る
。

水
回
り
の
修
繕
が
増
え
た

市
原

　感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
購

入
費
62
万
円
の
地
区
は
。

１
区
、
大
平
な
ど
７
地
区

上
田
危
機
管
理
課
長

　高
吾

北
管
内
の
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

の
視
察
研
修
費
用
で
、
今
成

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
３
人
が

参
加
し
た
。

視
察
研
修
に
３
人
参
加

武
智

　よ
コ
ジ
ロ
ー
Ｐ
Ｒ

グ
ッ
ズ
作
製
業
務
４
４
４
万

円
と
、
収
入
１
０
０
万
円
の

内
容
は
。

大
原
企
画
課
長

　Ｐ
Ｒ
用
に

無
料
で
配
る
も
の
は
、
う
ち

わ
・
ペ
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
・

ボ
ー
ル
ペ
ン
・
付
箋
、
販
売

用
は
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
・

マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
・
ク
リ

ア
フ
ァ
イ
ル
等
、
他
に
顔
出

し
パ
ネ
ル
を
作
製
し
た
。

　

　収
入
は
、
よ
コ
ジ
ロ
ー
の

グ
ッ
ズ
代
と
ピ
ン
バ
ッ
チ
協

力
金
で
あ
る
。

武
智

　か
わ
の
駅
キ
ャ
ン
プ

場
の
指
定
管
理
委
託
料
１
６

９
８
万
円
の
中
に
、
日
ノ
瀬

の
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
は

含
ま
れ
て
い
る
か
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
イ
ベ
ン

ト
開
催
３
０
０
万
円
の
委
託

先
は
。

武
智

　キ
ャ
ン
プ
イ
ベ
ン
ト

開
催
３
０
０
万
円
、
こ
の
事

業
の
成
果
は
。

大
原
企
画
課
長

　日
ノ
瀬
も

含
ま
れ
る
。
か
わ
の
駅
管
理

条
例
は
、
日
ノ
瀬
と
宮
の
前

を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

　キ
ャ
ン
プ
イ
ベ
ン
ト
開
催

は
、
南
国
生
活
技
術
研
究
所

に
委
託
し
て
い
る
。

日
ノ
瀬
も
含
ま
れ
る

大
原
企
画
課
長

　第
１
回
お

ち
・
ま
ち
・
そ
と
あ
そ
び
を

委
託
事
業
と
し
て
、
宮
の
前

公
園
を
使
い
、
約
２
２
０
０

人
が
来
場
し
た
。

　ま
た
、
「
首
都
圏
へ
売
り

込
め
空
飛
ぶ
キ
ャ
ン
プ
誘

致
」
企
画
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
し

た
が
数
字
に
見
え
る
成
果
は

な
い
。

約
２
２
０
０
人
来
場
、
数

字
に
見
え
る
成
果
は
な
い

西
川

　仁
淀
川
特
産
市
実
行

委
員
会
負
担
金
10
万
円
の
活

動
内
容
は
。

大
原
企
画
課
長

　実
行
委
員

会
は
、
越
知
町
、
佐
川
町
、

仁
淀
川
町
、
日
高
村
の
４
つ

で
構
成
を
し
て
い
る
。

　高
知
市
で
行
う
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
土
佐
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
に
出
店
を
し
た
。

　ま
た
、
日
高
村
の
茂
平
マ

ラ
ソ
ン
に
出
店
し
、
食
に
関

す
る
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
出
店
を
し
た

小
田

　戸
籍
シ
ス
テ
ム
機
器

借
上
料
は
、
平
成
30
年
度
に

比
べ
て
53
万
円
ほ
ど
増
額
し

て
い
る
が
、
理
由
は
。

西
森
住
民
課
長

　令
和
元
年

度
に
新
し
い
機
械
に
入
れ
替

え
た
。

新
し
い
機
械
を
入
れ
た



給水人口

配水量

給水量

有収水量率

上水道有収水量率の推移   　　単位：㎥

4,258　　4,206　  　4,109　  　4,041　 　3,953

754,761     726,860     703,810       680,441      691,622

607,618　   615,654　　 600,929　  582,059　  571,671

80.5%　　　  84.7%　　  85.4%　　　85.5%　　  82.7%　

H27 年度 　Ｈ28年度 　Ｈ29年度　 Ｈ30年度　 R1 年度

環
境
水
道
課

産
業
課

進
捗
状
況
は

漏
水
へ
の
対
応
は

不
用
額
の
内
容
は

ど
う
い
う
も
の
か

不
用
額
の
内
容
は

内
容
を

何
件
分
か

教
育
委
員
会

増
え
て
い
る
理
由
は

観
光
振
興
事
業
の
内
容
は

１羽で500ｇ/日の魚を食べるカワウたち

コロナ対策のためスクリーンを張ってます

【
企
業
会
計
】

環
境
水
道
課

上
水
道

処
分
ま
で
の
対
応
は

【
特
別
会
計
】

保
健
福
祉
課

介
護

利
用
人
数
は

教
育
委
員
会

博
物
館

そ
の
後
何
人
が
納
付
さ
れ

た
か
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令
和
元
年
度
決
算
審
査
会

令
和
元
年
度
決
算
審
査
会

市
原 

　国
土
調
査
の
進
捗
状

況
は
。

　
後
何
年
掛
か
る
の
か
。

武
智 

　水
道
決
算
で
有
収
水

量
率
が
、
平
成
30
年
度
よ
り

２
・
８
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て

い
る
が
、
漏
水
へ
の
対
応
は
。

小
田 

　介
護
歳
入
の
不
納
欠

損
額
10
人
分
で
41
万
円
を
処

分
し
て
い
る
が
、
処
分
に
至

る
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
た
の
か
。

田
村
産
業
課
長

　調
査
完
了

面
積
が
、
47
・
54
㎢
、
進
捗

率
44
・
44
％
。
調
査
残
面
積

が
59
・
44
㎢
で
あ
る
。

　令
和
38
年
度
終
了
の
試
算

に
な
っ
て
い
る
。

箭
野 

　商
工
振
興
費
の
委
託

料
で
不
用
額
７
０
０
万
円
の

内
容
は
。

田
村
産
業
課
長

　プ
レ
ミ
ア

ム
付
き
商
品
券
事
業
で
１
７

３
０
人
く
ら
い
を
予
定
し
て

い
た
が
、
非
課
税
世
帯
３
４

４
人
で
21
％
、
子
育
て
世
帯

31
人
で
41
％
、
全
体
で
22
％

の
申
請
と
な
っ
た
。

森
下

　鳥
獣
被
害
対
策
実
施

隊
の
内
容
を
。

岡
林 

　浄
化
槽
設
置
整
備
事

業
補
助
金
１
７
４
万
円
は
、

何
件
分
か
。

箭
野

　ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
謝
礼
金
が
平
成

30
年
度
よ
り
増
え
て
い
る
が
、

理
由
は
。

岡
田
環
境
水
道
課
長

　５
人

槽
が
４
基
と
７
人
槽
が
１
基

の
合
計
５
基
分
で
あ
る
。

箭
野

　学
力
向
上
対
策
は
主

に
ど
う
い
う
も
の
か
。

谷
岡
教
育
次
長

　授
業
改
善

た
め
の
講
師
の
招
集
、
人
権

教
育
の
充
実
、
学
級
づ
く
り

に
関
す
る
教
職
員
の
研
修
で

あ
る
。

　先
進
地
の
視
察
研
修
、
Ｈ

Ｏ
Ｓ
Ｔ
作
文
指
導
等
の
手
数

料
で
あ
る
。

教
職
員
の
研
修
で
あ
る

市
原

　学
校
給
食
費
の
需
用

費
不
用
額
１
８
２
万
円
の
内

容
は
。

谷
岡
教
育
次
長

　２
年
３
月

に
学
校
が
休
校
に
な
り
、
給

食
用
食
材
が
不
用
と
な
っ
た
。

休
校
に
な
り
不
用
と
な
る

田
村
産
業
課
長

　カ
ワ
ウ
の

駆
除
に
２
人
が
２
回
出
動
し

た
分
で
あ
る
。

カ
ワ
ウ
の
駆
除

44
・
44
％

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

事
業
で
22
％
の
申
請

５
基
分
で
あ
る

岡
田
環
境
水
道
課
長

　元
年

８
月
か
ら
増
え
て
き
て
２
年

７
月
に
発
見
し
修
理
し
た
。

１
日
に
43
㎥
ぐ
ら
い
の
損
失

で
あ
る
。

　換
算
す
る
と
、
年
間
で

１
万
５
８
０
０
㎥
。
元
年

度
配
水
量
か
ら
除
く
と
有

收
率
84
・
６
％
で
30
年
度

の
85
・
５
％
に
近
い
数
字

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
大

き
な
漏
水
の
修
理
は
で
き

た
と
考
え
て
い
る
。

大
き
な
漏
水
の
修
理
は
で

き
た

國
貞
保
健
福
祉
課
長

　督
促
、

催
告
書
は
出
し
て
い
る
。

　ま
た
、
電
話
で
も
対
応
し

て
い
る
が
、
頻
繁
に
は
で
き

て
い
な
い
。

督
促
、
催
告
書
、
電
話
で

対
応
し
て
い
る

時
間
数
が
増
え
た

箭
野

　教
育
費
の
中
の
観
光

振
興
事
業
１
７
０
万
円
の
内

容
は
。

武
智
生
涯
学
習
課
長
補
佐

　

　淀
家
萬
月
さ
ん
の
お
ち
駅

で
の
笑
い
事
業
と
小
学
校
で

の
落
語
教
室
、
町
民
会
館
で

の
お
ち
１
グ
ラ
ン
プ
リ
、
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
落
語
教

室
の
事
業
で
あ
る
。

笑
い
事
業
、
落
語
教
室
、

お
ち
１
グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど

箭
野 

　博
物
館
歳
入
の
観
覧

料
に
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
を
利

用
し
割
引
き
さ
れ
た
分
が
あ

る
と
思
う
が
、
利
用
人
数
は
。

谷
岡
教
育
次
長

　割
引
を
し

た
人
数
は
分
か
ら
な
い
。

人
数
は
分
か
ら
な
い

小
田

　学
童
保
育
負
担
金
の

未
納
割
合
が
多
い
が
、
本
来

の
趣
旨
を
保
護
者
に
理
解
し

て
も
ら
っ
て
い
な
い
よ
う
に

思
う
。

　
そ
の
後
の
徴
収
方
法
と
何

人
が
納
付
さ
れ
て
い
る
か
。

谷
岡
教
育
次
長

　2
年
５
月

に
滞
納
の
多
い
こ
と
に
気
づ

い
た
が
、
事
務
処
理
が
間
に

合
わ
ず
56
人
中
10
人
の
滞
納

と
な
っ
た
。

　元
年
度
分
は
２
世
帯
、
過

年
度
分
５
世
帯
と
な
っ
て
い

る
。
電
話
連
絡
等
に
よ
り
、

元
年
度
分
１
世
帯
、
過
年
度

分
２
世
帯
の
納
入
約
束
を
い

た
だ
い
て
い
る
。

元
年
度
分
未
納
は
２
世
帯

森林施業集約化のためにも国土調査完了が急がれる

谷
岡
教
育
次
長

　２
人
分
で

変
わ
ら
な
い
が
、
相
談
を
希

望
す
る
家
庭
、
子
ど
も
が
増

え
、
時
間
数
が
増
え
た
こ
と

に
よ
る
。

全ての教科に力を注いでいます



全ての自主防災組織に防災倉庫が完備となる（中大平地区）

テントを増やし密集防止（明治地区ぐるみ運動会）

まち小屋建築予定の土地

土日も観光案内をしている

議
案
質
疑

議
案
質
疑

整
備
地
区
は

場
所
は

内
容
は

今
後
も
造
る
予
定
は

何
の
改
修
か

補
助
金
の
内
容
は

内
容
は

補
助
金
の
内
容
は

委
託
の
内
容
は

危
機
管
理
課

自主防災組織整備補助金
　　　　　　　　  110万円

観光協会補助金120万円

業
務
内
容
と
対
象
地

域
は
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岡
林
議
員

　自
主
防
災
組
織

整
備
補
助
金
の
整
備
地
区
は
。

山
橋
議
員

　越
知
の
ま
ち
小

屋
建
築
工
事
５
２
０
万
円
の

場
所
は
。

　
地
区
か
ら
の
要
望
が
あ
っ

た
の
か
。

小
田
議
員

　観
光
協
会
の
補

助
金
１
２
０
万
円
の
内
容
は
。

山
橋
議
員

　今
後
も
市
街
地

に
ま
ち
小
屋
を
造
る
予
定
は
。

箭
野
議
員

　地
域
づ
く
り
事

業
補
助
金
の
内
容
は
。

高
橋
議
員

　公
営
住
宅
管
理

代
行
業
務
委
託
料
７
３
３
万

円
の
内
容
は
。

　
小
舟
団
地
で
長
く
使
わ
れ

て
な
い
部
屋
が
あ
る
が
、
そ

れ
も
補
修
に
含
ん
で
い
る
か
。

一
般
会
計
補
正

井
上
総
務
課
長

　当
初
予
算

に
対
す
る
修
繕
費
の
不
足
額

を
計
上
し
て
い
る
。

　内
容
は
退
去
の
修
繕
の
分

に
２
２
４
万
円
、
一
般
修
繕

費
用
５
０
９
万
円
を
上
げ
て

い
る
。

　小
舟
住
宅
の
長
く
使
用
し

て
い
な
い
部
屋
の
修
繕
分
は
、

補
正
予
算
に
含
ん
で
い
な
い
。

総
務
課

企
画
課

住
民
課

産
業
課

上
田
危
機
管
理
課
長

　中
大

平
と
堂
岡
に
補
助
金
と
し
て

55
万
円
ず
つ
、
防
災
倉
庫
、

発
電
機
、
投
光
器
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
等
の
購
入
費
を
補
助
す

る
も
の
で
あ
る
。

中
大
平
と
堂
岡

当
初
予
算
不
足
分
を

大
原
企
画
課
長

　８
区
ロ
ー

ソ
ン
向
か
い
側
の
土
地
に
建

築
予
定
で
あ
る
。
地
区
か
ら

の
要
望
で
は
な
い
。

８
区
ロ
ー
ソ
ン
向
か

い
側
の
土
地

大
原
企
画
課
長

　適
当
な
土

地
や
条
件
が
合
え
ば
造
っ
て

い
き
た
い
。

条
件
が
合
え
ば

小
田
議
員

　シ
ス
テ
ム
改
修

と
し
て
１
１
２
万
円
を
計
上

し
て
い
る
が
、
何
の
業
務
に

係
る
改
修
か
。

西
森
住
民
課
長

　住
民
基
本

台
帳
の
改
修
に
な
る
。

住
民
基
本
台
帳
の
改
修

市
原
議
員

　農
業
近
代
化
推

進
事
業
補
助
金
27
万
円
の
内

容
は
。

田
村
産
業
課
長

　産
業
祭
に

対
す
る
補
助
と
し
て
計
上
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

中
止
が
決
定
し
た
。

　９
月
補
正
の
計
上
後
に
、

決
定
し
た
の
で
、
減
額
す
る
。

産
業
祭
の
中
止

森
下
議
員

　捕
獲
謝
礼
金
の

内
容
は
。

田
村
産
業
課
長

　狩
猟
期
の

シ
カ
に
対
す
る
報
償
費
で
あ

る
。
シ
カ
１
頭
当
た
り
８
千

円
で
10
頭
を
計
画
し
て
い
る
。

狩
猟
期
の
シ
カ
10
頭

大
原
企
画
課
長

　コ
ロ
ナ
の

交
付
金
を
使
い
、
野
老
山
、

明
治
、
横
畠
地
区
運
動
会
用

の
テ
ン
ト
３
張
り
分
で
あ
る
。

運
動
会
用
テ
ン
ト
３

張
り

大
原
企
画
課
長

　ふ
る
さ
と

チ
ョ
イ
ス
、
楽
天
、
ふ
る
な

び
、
ま
ほ
ろ
ば
の
４
つ
の
ふ

る
さ
と
納
税
寄
付
サ
イ
ト
へ

の
委
託
料
で
あ
り
、
全
国
規

模
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

サ
イ
ト

公
営
住
宅
管
理
代
行

業
務
委
託
料
733
万
円

ふるさと納税プロモ

ーション支援業務

委託料　　797万円

地
域
づ
く
り
事
業
補
助
金
115
万
円

武
智
議
員

　ふ
る
さ
と
納
税

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
支
援
業
務

委
託
料
７
９
７
万
円
の
業
務

内
容
と
、
対
象
地
域
は
。

越
知
の
ま
ち
小
屋
建
築
工
事
520
万
円

大
原
企
画
課
長

　
　土
日
を

開
け
て
い
る
の
で
、
後
期
の

人
件
費
不
足
分
と
、
３
月
に

開
催
予
定
の
桜
ま
つ
り
予
算

等
で
あ
る
。

後
期
の
人
件
費
不
足
分
と

さ
く
ら
ま
つ
り

シ
ス
テ
ム
改
修

　
　
　
　112
万
円



議
案
質
疑

令
和
２
年
７
月
臨
時
会

議会の組織変更

教
育
委
員
会

土
佐
の
む
か
し
話
制
作
放
送
委
託
料

66
万
円

完成のめどが見えてきた

越知中学3年生が声優を努めた土佐のむかし話

議
長
に
寺
村
晃
幸
氏

副
議
長
に
西
川
晃
氏

　
議
員
申
し
合
わ
せ
（
任
期
２
年
）
に

よ
る
正
副
議
長
選
挙
を
行
い
、
議
長
に

寺
村
晃
幸
（
寺
村
氏
６
票
、
武
智
龍
氏

４
票
）
、
副
議
長
に
西
川
晃
氏
（
西
川

氏
６
票
、
小
田
範
博
氏
４
票
）
を
再
選

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
各
常
任
委

員
と
議
会
運
営
委
員
を
次
の
と
お
り
選

任
し
ま
し
た
。

〔
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長
〕

◎
武
智
龍
、
○
森
下
安
志

　
山
橋
正
男
、
寺
村
晃
幸

　
西
川
晃

◎
小
田
範
博
、
○
箭
野
久
美

　
岡
林
学
、
高
橋
丈
一

　
市
原
静
子

◎
高
橋
丈
一
、
○
箭
野
久
美

　
市
原
静
子
、
小
田
範
博

　
森
下
安
志

◎
岡
林
学
、
○
市
原
静
子

　
高
橋
丈
一
、
武
智
龍

　
小
田
範
博

９　月

定例会

♦
総
務
教
育
常
任
委
員
会

♦
産
業
建
設
常
任
委
員
会

♦
議
会
広
報
常
任
委
員
会

♦
議
会
運
営
委
員
会

林道加枝ケ谷横倉線新設工事

500万円

進
捗
状
況
は

対
象
は

放
送
内
容
は

ど
こ
に
設
置
す
る
か

ど
こ
の
災
害
復
旧
か
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建
設
課

武
智
議
員

　林
道
加
枝
ケ
谷

横
倉
線
の
全
体
計
画
は
何

メ
ー
ト
ル
で
、
何
年
計
画
か
。

　
ま
た
、
現
在
の
進
捗
状
況

と
完
成
後
の
効
果
は
。

岡
田
建
設
課
長

　施
業
面
積

は
47

　を
計
画
し
て
い
る
。

全
体
延
長
は
、
８
４
５
・
９

ｍ
、
現
在
完
成
し
て
い
る
の

全
体
計
画
８
４
５
・
９
ｍ

で
７
３
２
・
１
ｍ
完
成

武
智
議
員

　老
朽
住
宅
等
除

去
事
業
３
２
９
万
円
の
対
象

件
数
は
。

岡
林
議
員

　河
川
等
災
害
復

旧
費
、
現
年
公
共
土
木
施
設

災
害
復
旧
工
事
２
千
万
円
、

こ
れ
は
ど
こ
の
災
害
復
旧
で

あ
る
か
。

岡
田
建
設
課
長

　今
回
２
件

分
を
計
上
し
、
１
件
は
予
備

と
し
て
い
る
。

２
件
分

市
原
議
員

　土
佐
の
む
か
し

話
制
作
放
送
の
内
容
は
。

岡
林
議
員

　博
物
館
で
購
入

す
る
安
徳
天
皇
潜
幸
ル
ー
ト

地
図
は
、
ど
こ
に
設
置
す
る

予
定
か
。

谷
岡
教
育
次
長

　11
月
か
ら

４
週
に
わ
た
り
放
送
予
定
の

柴
尾
虫
送
り
の
制
作
委
託
料

で
あ
る
。

柴
尾
の
虫
送
り

岡
田
建
設
課
長

　令
和
２
年

７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧

工
事
に
既
決
予
算
の
支
出
を

予
定
し
て
い
る
た
め
、
今
後

の
災
害
対
応
に
備
え
る
も
の

で
あ
る
。

・
町
内
の
全
児
童
生
徒
に
配

布
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

や
関
連
機
器
の
購
入
３
５

０
３
万
円
。

・
中
学
校
エ
ア
コ
ン
・
網
戸

設
置
工
事
９
４
９
万
円
。

・
公
共
交
通
応
援
事
業
費
補

助
金
６
２
２
万
円
。

・
お
ち
ぜ
よ
！
熱
中
塾
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
用
備
品
１
９

６
万
円
。

・
町
出
身
大
学
生
ら
へ
の
生

活
支
援
事
業
費
１
７
１
万

円
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
対
象
事

業
を
含
む
７
１
８
０
万
円

を
追
加
、
総
額
を
58
億
１

１
６
３
万
円
と
す
る
。

《
賛
成
・
全
員
》

今
後
の
災
害
対
応
に

備
え
る
も
の

が
７
３
２
・
１
ｍ
、
今
回
35

ｍ
を
予
定
し
て
い
る
。
残
り

は
78
・
８
ｍ
と
な
る
。

　残
り
２
〜
３
年
の
計
画
で

あ
る
。

　林
業
者
が
安
全
か
つ
効
率

的
に
施
業
が
行
え
る
よ
う
に

既
存
林
道
の
延
伸
工
事
を
行

い
地
域
林
業
の
効
率
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

特
別
会
計
補
正

安徳天皇潜幸ルート

地図　　　　39万円

谷
岡
教
育
次
長

　博
物
館
の

中
に
展
示
す
る
。

財
産
の
取
得

予
算

教
育
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入

契
約
の
方
法

 指
名
競
争
入
札

契
約
金
額

 
２
６
６
１
万
３
４
０
０
円

契
約
相
手

 
㈱
高
知
事
務
機

　斉
藤
嘉
一

事
業
内
容

 
越
知
小
中
学
校
教
育
用
タ
ブ
レ
ッ
ト

 

 

他
周
辺
機
器
一
式

《
賛
成
・
全
員
》

小
・
中
学
校
タ
ブ
レ
ッ
ト

　310
台
の
購
入
契
約
を
可
決

タブレットを利用した生徒総会

　
７
月
20
日
に
臨
時
会
を
開
き
、
２
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
、
工
事
請
負
契
約
の
議
案
２
件
を
全
会
一
致

で
可
決
し
ま
し
た
。

新型コロナ対応など７１８０万円を追加

ha
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森下安志・・・　16ページ

① ふるさと寄付金　総額と件数は

　・元年度の件数と額は

　・5項目別寄付金は

　・要した費用は

　・上位３品は

②  環境問題　片岡地区に公衆トイレ設置を

市原静子・・・　17ページ

① 子ども対策

　・「冷却タオル」を無料配布する考えは

② 防災対策

　・避難所会議に女性の登用は

③ 乳幼児支援

　・定額給付金を対象外新生児に

小田範博・・・　18ページ

① 農業行政

　・スクミリンゴカイの現状把握は

　・有効な対処法は

　・中山間地域等直接支払制度交付金の活用は

箭野久美・・・　19ページ

① 暮らし続けられるまちづくり

　・安心で快適な道路整備は

　・教育現場での指導は

　・受け入れ体制は

　・ＰＣＲ検査を国へ提言すべきでは

高橋丈一・・・　20ページ

① 新型コロナウイルス対策

　・長期休校からの取り組み結果は

　・国の特定定額給付金等の申請率は

岡林　学・・・　21ページ

① １区移住定住促進住宅

　・ＰＦＩ手法の研究を行ったか

② 住民からの要望　

　・１年以上経過報告がない

　・山間地域の水確保は

③ 災害対策

山橋正男・・・　22ページ

① １区移住定住促進住宅用地

　・残り１区画の現況は

　・塩漬けにするのか

② 観光行政

　・キャンプフィールドの現在の状況は

③ 給食費　２学期以降は

令
和
２
年
７
月
臨
時
会

令
和
２
年
８
月
臨
時
会

質
疑

企
画
課

森
下
議
員 

　お
ち
ぜ
よ
！
熱

中
塾
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

内
容
と
開
始
時
期
は
。

授
業
内
容
と
開
始
時

期
は

武
智
議
員 

　町
内
と
町
外
の

受
講
生
の
割
合
は
。

受
講
生
の
割
合
は

講
師
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
と
欠
席
者
に
配
信

大
原
企
画
課
長

　オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
シ
ス
テ
ム
の
備
品
を

購
入
す
る
。

　講
師
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
、

欠
席
者
に
配
信
す
る
授
業
を

計
画
し
て
い
る
。

　機
器
の
導
入
後
に
開
始
し

た
い
。

町
内
７
人
、
町
外
36
人

大
原
企
画
課
長

　３
期
の
塾

生
は
、
町
内
が
７
人
。
町
外

が
36
人
、
計
43
人
で
町
内
の

割
合
は
16
％
と
な
っ
て
い
る
。

工
事
の
請
負
契
約

今成深瀬線改良交付金工事

入札方法　　指名競争入札（総合評価方式）
契約金額　　４９９４万円
契約相手　　㈲横畠建設　井上德彦
工事場所　　横畠中（栗ノ木）
工事内容　　延長　103ｍ　幅員5m
　　　　　　ブロック積499㎡　法枠工417㎡
工　　期　　令和３年１月５日
　　　　　　　　　《賛成・全員》

工
事
の
請
負
契
約高度無線環境整備促進事業　ネットワーク整備工事

入札方法　　指名競争入札
契約金額　　２億７５万円
契約相手　　㈱四電工高知支店　森岡孝容
整備地区　　（９地区）鎌井田・浅尾・宮地下・栂ノ森・本村
　　　　　　　　　　  後山・堂岡・今成・12区（遊行寺）
総延長距離　　１７Ｋｍ
工　　期　　　令和３年３月３１日
　　　　　　　　　　《賛成・全員》

学びや交流を楽しむ3期の塾生たち

予
算

　
８
月
11
日
に
開
い
た
臨
時
会
で
は
、
下
水
道
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
１
件
、
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
１
件
、
工
事
請
負
契
約

１
件
を
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　お
ち
家
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
基
金
に
50
万
円
を
追
加
、

総
額
を
58
億
１
２
１
３
万
円

と
す
る
。

《
賛
成
・
全
員
》

安全祈願祭が行われ、光回線の工事が始まる

ズバリ !!ズバリ !!ズバリ !!
町
政
を
問
う

一般質問７人登壇

　９月定例会は７人が一般質問を

行いました。発言内容は紙面の都

合で要約していますので、ぜひ議

場に足を運んでいただき、白熱し

た議論を傍聴してください。

　なお、全文を記載した会議録は、

議会事務局と町のホームページ

（http://www.town.ochi.lg.jp）でご

覧ください。



一
般
質
問

一
般
質
問

問　
　 

ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
総

額
と
件
数
は
。

一
般
質
問

一
般
質
問

総額と件数は

ふるさと寄付金

問　
　 

元
年
度
の
寄
付
金
の
総

額
と
件
数
は
。

問　
　 

２
年
度
と
元
年
度
同
時

期
を
比
較
し
た
時
の
寄
付
金

と
比
率
は
。

環
境
問
題

片
岡
地
区
に
公
衆
ト
イ
レ
設
置
を

　
　
　調
査
検
討
を
す
る

　
　

 

町
長

問　
　
児
童
・
生
徒
の
下
校
時

の
熱
中
症
予
防
対
策
と
し
て
、

首
元
を
冷
や
す
「
冷
却
タ
オ

ル
」
を
無
料
配
布
す
る
考
え

は
な
い
か
。

問　
　
国
の
特
別
定
額
給
付
金

の
基
準
日
以
降
に
生
ま
れ
、

支
給
の
対
象
外
に
な
っ
た
新

生
児
に
対
し
、
１
人
当
た
り

10
万
円
を
支
給
す
る
制
度
の

創
設
は
で
き
な
い
か
。

問　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
対
応
し
た
災
害
時

の
避
難
所
運
営
会
議
に
女
性

の
登
用
を
、
ま
た
避
難
所
の

研
修
等
し
て
い
る
の
か
。

大
原
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
　平
成
27
年

２
月
か
ら
、
令
和
２
年
８
月

末
ま
で
で
、
７
億
９
０
８
５

万
円
、
４
万
５
８
２
２
件
で

あ
る
。

大
原
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
　２
年
度
８

月
末
は
３
４
１
８
万
円
、
元

年
度
８
月
末
は
２
７
３
６
万

円
で
、
前
年
度
比
１
２
４
・

９
％
で
あ
る
。

大
原
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
　返
礼
品
の

代
金
と
郵
送
代
を
含
め
て
７

１
４
３
万
円
に
な
る
。

大
原
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
　総
額
１
億

９
５
５
６
万
円
、
９
８
５
２

件
で
あ
る
。

問　
　 

元
年
度
５
項
目
別
の
寄

付
金
は
い
く
ら
に
な
る
か
。

大
原
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
　

①
産
業
・
経
済
・
観
光
づ
く

り
の
た
め
の
事
業
２
６
８

１
万
円
。

②
防
災
の
強
化
の
た
め
の
事

業
１
７
５
１
万
円
。

③
教
育
の
充
実
及
び
青
少
年

健
全
育
成
の
た
め
の
事
業

５
２
３
６
万
円
。

④
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
の

事
業
５
２
７
万
円
。

⑤
そ
の
他
町
長
が
町
づ
く
り

の
た
め
に
必
要
と
認
め
る

事
業
９
３
６
１
万
円
。

問　
　 

元
年
度
の
返
礼
品
に
要

し
た
費
用
は
。

大
原
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
　１
番
が
野

菜
セ
ッ
ト
で
、
５
９
２
件
、

寄
付
額
が
１
４
５
９
万
円
。

　２
番
が
天
然
ア
ユ
で
、
３

０
０
件
、
６
０
８
万
円
。

３
番
が
芋
ケ
ン
ピ
セ
ッ
ト
で

３
３
３
件
、
１
６
７
万
円
で

あ
る
。

問　
　 

２
年
度
返
礼
品
の
上
位

３
品
の
件
数
と
寄
付
額
は
。

大
原
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
　新
設
の
ト

イ
レ
を
造
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。

　沈
下
橋
付
近
は
、
増
水
時

に
水
没
す
る
。
県
道
18
号
線

寄
り
の
山
手
側
に
な
る
と
最

適
な
場
所
が
な
く
沈
下
橋
か

ら
遠
く
な
る
。

問　
　 

片
岡
沈
下
橋
周
辺
に
公

衆
ト
イ
レ
が
な
い
の
で
、
環

境
が
悪
く
な
っ
て
い
る
。

　ト
イ
レ
設
置
の
考
え
は
。

子
ど
も
対
策

「
冷
却
タ
オ
ル
」
を
無
料
配
布
す
る
考
え
は

　３
年
度
以
降
に
検
討
し
た
い

　教
育
長

乳
幼
児
支
援

定
額
給
付
金
を
対
象
外
新
生
児
に

　制
度
創
設
は
考
え
て
い
な
い

　町
長

織
田
教
育
長

　
　
　
　
　
　無
料
で
配
布

を
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。

本
町
で
は
、
子
ど
も
が
安
全

に
使
用
で
き
る
こ
と
の
確
認

及
び
学
校
で
の
管
理
や
衛
生

面
な
ど
に
つ
い
て
、
協
議
す

る
必
要
が
あ
る
。

　こ
れ
か
ら
暑
さ
も
緩
和
し

て
い
く
の
で
、
３
年
度
以
降

に
検
討
し
た
い
。避難所会議に女性の登用は

　女性も委員に定めている
　　　　　　　　危機管理課長

防災対策

上
田
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　避
難

所
運
営
会
議
は
ま
だ
設
置
し

て
い
な
い
。

　今
年
度
中
に
、
町
内
全
地

区
で
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
完
成
し
、
そ
の
中
で
女

性
も
委
員
に
な
る
こ
と
を
定

め
て
い
る
。

　先
日
の
台
風
10
号
で
開
設

し
た
避
難
所
に
お
い
て
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
対
応

を
行
っ
た
。

　今
後
、
そ
の
経
験
を
生
か

し
て
必
要
に
応
じ
た
研
修
を

実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

７億９０８５万円で4万5822件 　企画課長
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森下安志　議員森下安志　議員森下安志　議員

元
年
度
の
件
数
と
額
は

５
項
目
別
寄
付
金
は

要
し
た
費
用
は

上
位
３
品
は

市原静子　議員市原静子　議員市原静子　議員

小
田
町
長

　
　
　
　
　状
況
調
査
を
十

分
し
た
上
で
、
仮
設
ト
イ
レ

の
設
置
も
調
査
検
討
を
し
て

い
き
た
い
。

野
菜
セ
ッ
ト
は
抜
群
の
人
気

　新
設
と
な
る
と
財
政
的
に

も
厳
し
く
な
る
。

小
田
町
長

　
　
　
　
　県
下
で
12
市
町

村
が
新
生
児
へ
の
交
付
金
を

支
給
も
し
く
は
検
討
中
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
本
町
は
現

時
点
で
町
独
自
の
制
度
創
設

は
考
え
て
い
な
い
。

　本
町
に
割
り
当
て
ら
れ
た

臨
時
交
付
金
は
、
前
倒
し
で

光
回
線
整
備
等
に
充
て
た
い
。

市販されている「冷却タオル」

あふれる笑顔のために 近くにトイレが欲しいな



スクミリンゴカイの現状把握は

　柴尾地区などで増殖　産業課長

安
心
で
快
適
な
道
路
整
備
は

　必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　

 

建
設
課
長

農業行政

一
般
質
問

一
般
質
問

問
　
　ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
カ
イ

（
通
称
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）

に
よ
る
水
稲
食
害
被
害
は
稲

作
農
家
に
と
っ
て
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

　柴
尾
地
区
は
10
年
ほ
ど
前

か
ら
繁
殖
が
確
認
さ
れ
近
年

爆
発
的
に
増
殖
し
て
い
る
。

対
策
を
考
え
な
け
れ
ば
、
植

え
付
け
直
後
の
被
害
は
、
今

後
さ
ら
に
深
刻
な
問
題
と
な

り
、
数
年
の
内
に
稲
が
作
れ

な
い
状
況
と
な
る
が
、
こ
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し

て
い
る
か
。

問　
　 

山
間
地
域
は
も
と
よ
り
、

市
街
（
住
宅
密
集
）
地
に
お

い
て
も
車
の
通
れ
な
い
道
が

あ
る
。

　安
心
で
快
適
な
生
活
を
営

む
た
め
の
道
路
整
備
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

一
般
質
問

一
般
質
問

田
村
産
業
課
長

　
　
　
　
　
　
　柴
尾
地
区

は
全
域
、
女
川
は
し
尿
処
理

場
下
、
文
徳
は
お
堂
か
ら
下

の
水
田
で
増
殖
し
て
い
る
が
、

そ
の
他
の
地
域
で
は
あ
ま
り

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　こ
の
貝
は
寒
さ
に
弱
い
が
、

こ
こ
数
年
暖
冬
傾
向
に
あ
り

越
冬
す
る
貝
が
多
く
増
殖
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

問　
　 

個
々
で
の
対
応
は
効
果

が
低
い
の
で
、
薬
剤
を
集
落

で
一
括
購
入
し
共
同
作
業
で

広
範
囲
に
一
斉
散
布
す
れ
ば

効
果
が
上
が
る
と
思
う
が
、

薬
剤
の
購
入
や
作
業
に
掛
か

る
経
費
に
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
交
付
金
を
活
用

で
き
な
い
か
。

田
村
産
業
課
長

　
　
　
　
　
　
　①
薬
剤
の

散
布
、
②
厳
寒
期
の
耕
う
ん

作
業
、
水
路
の
泥
上
げ
、
③

侵
入
防
止
ネ
ッ
ト
の
設
置
、

④
早
期
移
植
や
成
苗
移
植
、

⑤
田
植
え
の
直
後
の
浅
水
管

理
、
⑥
餌
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
等
で
の
捕
獲
、
⑦
卵

の
除
去
、
貝
の
捕
殺
、
⑧
収

穫
後
の
石
灰
窒
素
の
散
布
等

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　こ
の
８
つ
の
対
策
に
合
わ

せ
て
合
同
防
除
が
有
効
と
考

え
る
。

大
原
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
　「
越
知
ぜ

よ
！
熱
中
塾
」
が
参
画
し
て

い
る
熱
中
学
園
が
国
の
モ
デ

ル
事
業
を
受
託
し
、
都
市
生

活
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た

第
２
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を

目
指
す
「
ふ
る
さ
と
み
つ
け

塾
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
、

開
講
し
、
関
係
人
口
の
創
出

と
定
着
を
目
指
し
実
証
実
験

を
実
施
中
で
あ
り
、
移
住
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

田
村
産
業
課
長

　
　
　
　
　
　
　併
せ
て
多

面
的
機
能
交
付
金
も
有
効
に

活
用
で
き
る
の
で
、
被
害
の

出
て
い
る
地
区
で
は
、
こ
う

し
た
制
度
に
よ
る
交
付
金
の

活
用
を
勧
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　
　 

こ
の
貝
は
１
個
体
が
年

間
に
５
０
０
０
個
前
後
の
卵

を
産
む
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　個
体
数
の
少
な
い
う
ち
は
、

１
個
１
個
拾
っ
た
り
、
ト
ラ

ッ
プ
を
仕
掛
け
て
駆
除
を
し

て
い
た
が
、
近
年
で
は
手
に

負
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　ど
の
よ
う
な
対
応
が
効
果

的
で
、
有
効
な
対
処
法
は
何

と
考
え
て
い
る
か
。

活
用
を
進
め
て
い
き

た
い

岡
田
建
設
課
長

　
　
　
　
　
　
　安
心
・
安

全
に
走
行
で
き
、
災
害
に
強

い
道
路
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
、

国
の
交
付
金
事
業
を
活
用
し
、

土
地
所
有
者
の
理
解
と
協
力

を
得
な
が
ら
道
路
整
備
を
進

め
て
い
く
。

問
　
　

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
で
「
新
し
い

生
活
様
式
」
が
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。

　教
育
現
場
で
の
指
導
・
啓

発
は
児
童
・
生
徒
の
家
族
に

も
広
が
り
大
事
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

問
　
　

 

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
の
増

加
に
伴
い
「
住
み
た
い
ま

ち
」
へ
移
住
す
る
人
が
増
え

て
い
る
。

　Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
は
も
と
よ

り
企
業
誘
致
も
で
き
る
よ
う

な
受
け
入
れ
体
制
を
考
え
て

い
る
か
。

問
　
　

 

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
身
近
で

受
け
ら
れ
る
仕
組
み
や
、
持

続
可
能
な
検
査
所
の
構
築
等

を
国
へ
提
言
す
べ
き
で
は
。

織
田
教
育
長

　
　
　
　
　
　文
部
科
学
省

よ
り
「
学
校
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
最
新
版
が
出
て
い
る
。

　感
染
源
・
感
染
経
路
を
断

つ
、
抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と

な
ど
基
本
的
な
対
策
を
指
導

す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
へ

も
随
時
知
ら
せ
て
い
る
。

　こ
の
感
染
症
に
よ
る
差
別
、

偏
見
を
生
ま
な
い
た
め
の
正

し
い
知
識
な
ど
の
人
権
的
な

指
導
や
、
児
童
・
生
徒
の
心

の
声
に
耳
を
傾
け
、
不
安
の

解
消
に
も
努
め
て
い
る
。

　企
業
誘
致
は
、
汎
用
性
の

あ
る
施
設
整
備
の
研
究
を
す

る
必
要
が
あ
る
。

爆発的に増殖しているジャンボタニシ（柴尾地区）

車が通れない道が多い市街地

ジャンボタニシ（左下）と卵（右上）

実証実験を実施中の「ふるさとみつけ塾」
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暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

有
効
な
対
処
法
は

中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
の
活
用
は

８
つ
の
対
策
と
合
同

防
除
が
有
効

「
ふ
る
さ
と
み
つ
け

塾
」
を
実
施
中

基
本
的
な
感
染
対
策

を
指
導

教
育
現
場
で
の
指
導
は

受
け
入
れ
体
制
は

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
国
へ
提

言
す
べ
き
で
は

保
健
所
機
能
を
十
分

に
発
揮
し
て
も
ら
う

小
田
町
長

　
　
　
　
　新
型
コ
ロ
ナ
の

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
都
道
府
県
が

そ
れ
ぞ
れ
対
策
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

　本
町
独
自
で
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
、
保
健
所
の
機
能
を

十
分
発
揮
す
る
よ
う
お
願
い

す
る
。



長期休校からの取り組み結果は

　授業日数の不足分は解消できた　教育長

新型コロナウイルス対策

一
般
質
問

一
般
質
問

問　
　 

長
期
休
校
か
ら
８
月
末

ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
と
、

９
月
以
降
の
授
業
体
制
や
学

校
行
事
の
決
定
事
項
は
。

問　
　 

国
の
特
別
定
額
給
付
金
、

県
、
町
の
休
業
要
請
協
力
金

の
対
象
業
者
と
、
対
象
外
業

者
へ
の
町
独
自
の
持
続
化
給

付
金
、
感
染
症
防
止
対
策
を

す
る
店
舗
の
申
請
率
は
。

　今
後
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
と

避
難
所
対
策
は
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
研
究
を
行
っ
た
か

　予
定
地
の
広
さ
で
は
建
設
で
き
な
い

　企
画
課
長

問　
　 

１
区
移
住
促
進
住
宅
は
、

民
間
の
資
金
で
建
設
、
運
営

す
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
で
集
合
住

宅
の
計
画
が
出
さ
れ
、
研
究

す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が

行
っ
た
の
か
。

一
般
質
問

一
般
質
問

岡
田
建
設
課
長

　
　
　
　
　
　
　道
路
は
被

災
し
た
場
合
や
、
舗
装
の
消

耗
な
ど
、
優
先
的
に
行
っ
て

い
る
。

　用
地
買
収
や
物
件
補
償
が

発
生
す
る
場
合
や
、
測
量
や

地
権
者
と
の
協
議
で
、
着
工

ま
で
２
、
３
年
待
た
せ
る
こ

と
も
あ
る
が
、
可
能
な
限
り

早
期
に
工
事
す
る
よ
う
努
め

て
い
る
。

大
原
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
　こ
の
手
法

に
詳
し
い
人
や
専
門
業
者
に

相
談
し
、
先
進
地
を
視
察
研

究
し
て
き
た
。

　そ
の
結
果
、
こ
の
宅
地
面

積
で
は
、
事
業
の
採
算
が
合

わ
な
い
と
の
結
論
と
な
っ
た
。

問　
　 

山
間
地
域
の
生
活
用
水

確
保
の
取
り
組
み
や
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

問　
　 

今
後
ど
う
す
る
の
か
。

問　
　 

元
年
の
大
雨
に
よ
り
、

道
路
に
崩
れ
た
土
は
す
ぐ
撤

去
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
１
年

経
っ
て
も
復
旧
工
事
は
さ
れ

て
い
な
い
が
、
対
応
は
。

國
貞
副
町
長

　
　
　
　
　
　現
場
調
査
報

告
は
重
要
案
件
で
あ
る
。

　地
元
に
経
緯
を
報
告
し
た

か
ど
う
か
の
確
認
を
併
せ
て

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

織
田
教
育
長

　
　
　
　
　
　小
・
中
学
校

と
も
校
務
改
革
に
よ
り
、
１

０
０
時
間
程
度
の
余
剰
時
間

を
確
保
し
て
い
た
こ
と
、
夏

休
み
の
短
縮
な
ど
で
授
業
日

数
の
不
足
分
は
解
消
で
き
た
。

　学
習
面
は
補
習
等
に
よ
り

遅
れ
は
ほ
ぼ
取
り
戻
し
が
で

き
て
お
り
、
９
月
以
降
も
引

き
続
き
実
施
す
る
。

　小
・
中
学
校
と
も
交
流
事

業
は
中
止
と
し
た
。

　９
月
以
降
の
運
動
会
や
文

化
祭
な
ど
は
縮
小
し
て
開
催

す
る
。

　修
学
旅
行
は
関
東
・
関
西

圏
な
ど
を
避
け
る
予
定
で
あ

る
が
、
様
子
を
見
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

　感
染
症
対
策
は
学
校
の
新

し
い
生
活
様
式
に
準
じ
て
３

密
を
避
け
、
今
後
も
対
策
を

し
て
い
く
。

国
の
特
定
定
額
給
付
金
等
の
申
請
率
は

國
貞
保
健
福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　国
の

特
別
定
額
給
付
金
10
万
円
の

申
請
率
は
99
・
86
％
。

　イ
ベ
ン
ト
は
保
健
福
祉
大

会
を
中
止
と
し
、
そ
の
他
は

縮
小
し
て
実
施
す
る
予
定
と

し
た
。

上
田
危
機
管
理
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　避
難

所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
資
機

材
は
、
一
度
に
全
部
そ
ろ
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
今

後
も
続
け
て
準
備
し
て
い
く
。

田
村
産
業
課
長

　
　
　
　
　
　
　県
、
町
の

休
業
要
請
協
力
金
30
万
円
は
、

対
象
業
者
29
件
、
申
請
率

69
％
。

大
原
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
　「
お
ち
・

ま
ち
・
そ
と
あ
そ
び
」
は
検

討
中
で
あ
る
。

　対
象
と
な
ら
な
い
事
業
者

に
対
す
る
町
独
自
の
持
続
化

給
付
金
20
万
円
は
１
２
８
件
、

申
請
率
は
33
％
。

　町
独
自
の
感
染
症
防
止
対

策
給
付
金
10
万
円
は
82
件
、

申
請
率
84
％
。

　感
染
対
策
補
助
金
は
現
状

35
％
で
あ
る
が
、
10
月
末
ま

で
延
期
し
て
い
る
。

　イ
ベ
ン
ト
の
「
お
な
ば
れ
」

と
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
未

定
で
あ
る
。

1年以上経過報告がない

　経緯を報告するよう指導していく　副町長

住民からの要望
問　
　 

各
区
長
か
ら
の
道
路
や

河
川
の
修
繕
依
頼
に
、
１
年

以
上
経
過
報
告
が
な
い
と
聞

い
た
が
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
る
か
。

岡
田
環
境
水
道
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　管
理

に
必
要
な
資
材
や
修
繕
費
用

は
、
要
望
が
あ
れ
ば
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
し
て
い
る
。

　生
活
用
水
確
保
は
、
集
落

存
続
の
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

要
請
が
あ
れ
ば
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
や
集
落
支
援
員
が

応
援
す
る
対
応
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　水
源
地
や
施
設
の
機
能
維

持
を
業
者
に
依
頼
す
る
な
ど
、

別
途
経
費
の
支
援
制
度
も
前

向
き
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。

岡
田
建
設
課
長

　
　
　
　
　
　
　早
期
復
旧

が
困
難
で
あ
る
場
合
、
区
長

や
関
係
者
に
、
復
旧
計
画
を

説
明
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

リモートで開催された生徒総会

PFI手法では採算が合わない

窓口にスクリーンを設置しコロナ対策
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１
区
移
住
定
住
促
進
住
宅

災
害
対
策

国
の
特
定
定
額
給
付

金
は
99
・
86
％

町
持
続
化
給
付
金
20

万
円
は
申
請
率
33
％

山
間
地
域
の
水
確
保
は

支
援
制
度
を
検
討

小
田
町
長

　
　
　
　
　

 

移
住
定
住
促
進

の
観
点
か
ら
、
さ
ら
に
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

広
域
議
会



広
域
議
会

 

第
３
回
定
例
会
が
８
月
31

日
に
開
か
れ
、
元
年
度
各

会
計
決
算
認
定
と
２
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

５
件
を
全
員
賛
成
で
認

定
・
可
決
し
ま
し
た
。

残り1区画の現況は

　６月議会以降問い合わせがない　企画課長

キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
現
在
の
状
況
は

　通
常
通
り
営
業
し
て
い
る

　企
画
課
長

1区移住定住促進住宅用地

一
般
質
問

一
般
質
問

問　
　 

一
区
住
宅
用
地
残
り
１

区
画
の
現
況
は
。

　全
４
区
画
の
募
集
は
い
つ

か
ら
始
め
た
の
か
。
ま
た
、

４
区
画
分
の
購
入
年
月
日
と

価
格
は
。

問　
　 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
は
止
め
る

と
い
う
結
論
か
。

　こ
の
土
地
は
、
い
つ
ま
で

に
目
処
が
立
つ
の
か
、
そ
れ

と
も
塩
漬
け
に
す
る
の
か
。

　駐
車
場
と
の
話
が
あ
る
が

ど
う
す
る
の
か
。

問　
　 

キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
、

住
箱
は
G
o
T
o
ト
ラ
ベ
ル

に
入
っ
て
い
る
の
か
。

大
原
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
　６
月
議
会

以
降
問
い
合
わ
せ
が
な
い
。

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
、
広
報
８
月
号
に
宅
地

分
譲
の
記
事
を
掲
載
し
た
。

　ま
た
、
移
住
者
相
談
で
分

譲
地
も
紹
介
し
て
い
る
。

　募
集
は
平
成
30
年
２
月
１

日
か
ら
始
め
た
。

　28
年
８
月
１
日
、
２
４
３

０
万
円
と
28
年
９
月
20
日
、

77
万
円
で
購
入
し
た
。

問　
　 

か
わ
の
駅
お
ち
及
び
お

ち
仁
淀
川
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー

ル
ド
の
現
在
の
状
況
は
。

　７
、
８
月
利
用
人
数
の
前

年
比
と
内
訳
は
。

問　
　 

６
月
議
会
で
保
・
幼
・

小
・
中
生
の
１
学
期
分
の
給

食
費
を
無
料
と
し
た
。

　２
学
期
以
降
も
無
料
も
し

く
は
２
分
の
１
補
助
は
で
き

な
い
か
と
の
質
問
に
対
し
て
、

町
長
は
国
の
２
次
補
正
で
減

ら
す
考
え
は
あ
る
と
答
弁
し

た
が
、
２
学
期
以
降
の
給
食

費
は
ど
う
な
る
の
か
。

大
原
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
　通
常
通
り

営
業
し
て
い
る
。

　キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
宿
泊
は
、

７
月
マ
イ
ナ
ス
67
・
３
％
。

　８
月
マ
イ
ナ
ス
６
・
４
％
。

町
内
は
０
人
。
県
内
３
１
９

人
。
県
外
１
６
８
６
人
。

　住
箱
は
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ィ
ー
ル
ド
が
８
月
プ
ラ
ス

18
・
４
％
。
内
訳
は
町
内
０

人
。
県
内
１
３
３
人
。
県
外

５
２
４
人
。
か
わ
の
駅
お
ち

は
プ
ラ
ス
18
・
４
％
。
内
訳

は
町
内
４
人
。
県
内
95
人
。

県
外
１
４
１
人
で
あ
る
。

大
原
企
画
課
長

　
　
　
　
　
　
　入
っ
て
い

な
い
。
全
国
の
ス
ノ
ー
ピ
ー

ク
社
が
入
ら
な
い
と
い
う
方

向
性
を
示
し
て
い
る
。

2学期以降は
  元のように負担　町長

給食費

詳
細
は
把
握
し
て
い

な
い

要介護3以上の人が入所されている五葉荘

家族とガラス越しに話せるようなった（五葉荘）

入
院
さ
れ
る
人
が
多
い

残り1区画は２方に面している
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観
光
行
政

塩
漬
け
に
す
る
の
か

G
o
T
o
に
入
っ
て
い

る
の
か

塩
漬
け
に
な
ら
な
い

よ
う
努
力
す
る

入
っ
て
い
な
い

小
田
町
長

　
　
　
　
　

 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
で

い
け
る
と
思
っ
て
い
た
が
、

こ
う
い
う
こ
と
に
な
り
残
念

で
あ
る
。

　Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
が
難
し
く

な
っ
た
の
で
現
時
点
で
は
い

つ
ま
で
と
は
申
し
上
げ
ら
れ

な
い
が
、
塩
漬
け
に
な
ら
な

い
よ
う
努
力
す
る
。

　現
時
点
で
駐
車
場
に
す
る

考
え
は
な
い
。

小
田
町
長

　
　
　
　
　

 

２
次
補
正
で
同

じ
よ
う
に
支
援
を
す
る
必
要

が
あ
れ
ば
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
た
。

　今
は
緊
急
事
態
宣
言
下
で

な
い
の
で
、
２
学
期
か
ら
は

給
食
費
を
元
の
よ
う
に
負
担

し
て
い
た
だ
く
考
え
で
あ
る
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
徹
底
し
た
上
で

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
る
事
業

所
に
対
し
、
県
か
ら
支
援
金

と
し
て
交
付
さ
れ
る
額
を
有

効
利
用
す
る
た
め
、
補
正
予

算
に
計
上
し
た
。

組
合
長
報
告

コ
ロ
ナ
対
策
を
補
正

特
養
は
赤
字
決
算

　元
年
度
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
収
支
は
、
４
６
１

９
万
円
の
赤
字
決
算
と
な
っ

て
い
る
。

　も
み
じ
荘
、
あ
が
わ
荘
の

空
調
設
備
改
修
と
退
職
者
の

集
中
に
よ
る
退
職
負
担
金
が

要
因
で
あ
る
。

養
護
も
赤
字
決
算

　元
年
度
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
収
支
は
、
２
８
１
万
円
の

赤
字
決
算
と
な
っ
て
い
る
。

新
規
入
所
者
は
な
く
、
定
員

割
れ
の
運
営
と
な
っ
て
い
る
。

　今
後
も
措
置
費
収
入
の
減

少
傾
向
は
続
く
と
思
わ
れ
、

入
所
定
員
の
減
員
に
伴
う
職

員
の
減
員
等
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

坂
本
玲
子
議
員

　ど
の
施
設

も
空
気
清
浄
機
を
購
入
予
定

で
あ
る
が
、
ど
れ
く
ら
い
の

能
力
の
も
の
を
購
入
す
る
の

か
。

ど
れ
く
ら
い
の
能
力
の

も
の
を
購
入
す
る
の
か

15億1962万円

13億4973万円

1億3075万円

3億2174万円

393万円

33億2577万円

13億9888万円

12億5824万円

1億520万円

1億6594万円

17万円

29億2843万円

会計名 歳入 歳出

一般会計

特
別
会
計

合　　　計

特別養護老人ホーム 

養 護 老 人 ホ ー ム

障 害 者 支 援 施 設

ふるさと市町村圏

決
算
認
定
（
元
年
度
）

堅
田
春
日
荘
所
長

　加
湿
機

能
付
き
空
気
清
浄
機
を
購
入

予
定
で
あ
る
が
、
詳
細
な
能

力
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　家
庭
用
よ
り
二
回
り
大
き

い
も
の
で
、
主
に
夜
間
の
使

用
を
想
定
し
て
い
る
。

竹
本
文
直
議
員

　利
用
率
の

低
下
の
要
因
を
把
握
し
て
い

る
の
か
。

利
用
率
低
下
の
要
因
は

小
野
五
葉
荘
所
長

　特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
要
介
護

３
以
上
の
人
の
入
所
と
な
っ

て
い
る
。

　病
院
に
入
院
さ
れ
る
人
が

多
く
利
用
率
の
低
下
と
な
っ

て
い
る
。

質
疑

２
年
度
補
正
予
算

【
特
養
会
計
】

広
域
議
会


